
付紙様式第２ 

事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名  小牧基地関連公共用施設消防団車庫建設整備事業 

補 助 事 業 者 名 小牧市長  

実  施  場  所  小牧市大字西之島字花塚 1191番 1 小牧市消防団第２分団車庫 

補助事業の成果の目標 

既存分団車庫の建物及び敷地の面積が狭く、ミーティングスペース

や団員の駐車スペースが不十分であるため、出動に安全でかつ、ミー

ティングスペースや駐車スペースなど十分な敷地を確保できる適切な

場所へ移転する。 

ミーティングスペースを確保することで、災害時の作戦が立て易くな

るとともに、コミュニケーションの充実が図れる。駐車スペースを確

保することで、災害発生時の招集時間短縮に繋がるとともに、不用意

な事故を未然に防ぐことができる。交通量の少ない場所へ移転するこ

とで、出動がスムーズになり安全が確保できる。 

補 助 事 業 の 内 容  第２分団車庫建設工事のうち建築工事 

補助事業の始期及び終期  令和７年度 

 

 

事業費及び交付金額 

 R7年度 計 

事業費 
円 

80,287,900 

円 

80,287,900 

交付金額 
 

4,500,000 

 

4,500,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

 移転完了後、消防団員に対して敷地、ミーティングスペース、駐車

スペース出動のスムーズさ及び全体的な感想についてアンケートを実

施したところ、回答者の９２％の方が「満足している」との結果でし

た。この結果から、本事業の実施により今まで以上に迅速かつ的確な

災害対応が可能となり、活動能力が高められたことで地域住民の安

全・安心を確保することができた。 

 また、特定防衛施設周辺整備調整交付金で整備したことを市ホーム

ページに掲載することにより、地域住民への周知を行った。 

事業の改善措置及び  

今後の対応 

 無 

事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 
 無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても起債すること。 

  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を

記載すること。 


